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NO １４１号
発行責任者
須藤清成

建交労鉄道

岩手地本

新
緑
と
青
空
、
メ
ー
デ
ー
日
和
の
５
月
１
日
、
岩
手
公
園
広
場
に
３
０
０
人
が
結
集
。

軍
事
費

削
っ
て
コ
ロ
ナ
対
策
に
回
せ
、
全
国
一
律
最
賃
制
度
確
立
、
医
療
・
社
会
保
障
の
拡
充
、
改
憲
反
対
・

憲
法
守
り
生
か
す
政
治
を
！
と
、

第
92
回
メ
ー
デ
ー
岩
手
県
中
央
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

岩
手
の
野
党
統
一
参
議
院
議
員
・
立
憲
民
主
党
の
横
澤
た
か
の
り
参
議
院
議
員
、
日
本
共
産
党
県

委
員
会
・
吉
田
恭
子
副
委
長
は
、
野
党
は
共
闘
！

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
集
会
後
、
デ
モ

行
進
を
行
い
。
デ
モ
行
進
終
了
後
に
盛
岡
市
内

３
ヶ
所
で
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
宣
伝
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

お
知
ら
せ

盛
岡
総
鉄
検
修
職
場
で
連
休
に
市
内
の
飲

食
店
さ
ん
で
、
食
事
を
し
た
ら
そ
の
店
の
従

業
員
が
コ
ロ
ナ
感
染
が
判
明
。
そ
の
店
に
出

入
り
し
た
、
お
客
を
含
め
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
お
店
に
行
っ
た
検
修
の

方
は
陰
性
で
し
た
が
、
念
の
た
め
２
週
間
職

場
を
休
み
ま
し
た
。

く
れ
ぐ
れ
も
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
て
外
出

し
て
下
さ
い
。

５
月
27
日

街
頭
宣
伝

12
時
15
分
～
12
時
45
分

野
村
証
券
前

※

第
４
木
曜
日
宣
伝
行
動

盛
岡
夕
方
デ
モ
（
６
月
～
夕
方
に
実
地
）

毎
月
19
日
を
基
本
に
実
地
し
て
い
ま
す
が
、

６
月
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
の
た
め

６
月
21
日
（
月
）
午
後
５
時
40
分
内
丸
緑
地

集
合
、
50
分
出
発
。

学
生
食
料
支
援
行
動

５
月
27
日
（
木
）
盛
岡
大
学
で
実
地
し
ま
す
。

６
月
に
岩
手
県
立
大
学
で
の
配
布
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

２
０
２
１
国
民
平
和
大
行
進

６
月
５
～
13
日
ま
で
県
内
各
市
町
村
で
。

第
36
回
県
内
一
周
反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン

６
月
１
日
（
火
）
大
船
渡
出
発
。
４
日
（
金
）

17
時
30
分
盛
岡
市
役
所
前
に
到
着
。

政

府

が

漁

業

関

係

者

を

は

じ

め

地

元

の

強

い

反

対

の

声

を

無

視

し

て

、

東

京

電

力

福

島

第

１

原

発

で

増

え

続

け

る

放

射

能

汚

染

水

を

処

理

し

た

後

の

高

濃

度

の

ト

リ

チ

ウ

ム

（

３

重

水

素

）

を

含

む

汚

染

水

の

海

洋

放

出

方

針

を

決

定

し

ま

し
た

。
タ

ン

ク

に

た

め

ら

れ

て

い

る

水

に

は

、

ト

リ

チ

ウ

ム

が

約

８

６

０

兆

ベ

ク

レ

ル

含

ま

れ

て

い

る

。

こ

れ

に

加

え

、

建

屋

や

炉

内

に

約

１

２

０

０

兆

ベ

ク

レ

ル

残

留

し

て

い

る

と

推

定

さ

れ

て

い

る

が

、

定

か

で

は

あ
り

ま
せ
ん
。

ト

リ

チ

ウ

ム

の

み

な

ら

ず
、

セ

シ

ウ

ム

１

３

４

、

セ
シ

ウ

ム

１

３

７

、

ス

ト

ロ
ン

チ

ウ

ム

90

、

ヨ

ウ

素

１
２

９

な

ど

の

放

射

性

物

質
が

残

留

し

、

タ

ン

ク

貯

留
水

の

約

７

割

で

告

示

濃

度
比

総

和

１

を

上

回

っ

て

い
る
。

現
在
、

東
電

は
ト

リ
チ

ウ

ム

以

外

の

放

射

性

物
質

に

つ

い

て

「

二

次

処

理
し

て

、

基

準

以

下

に

す

る
」

と

し

て

い

る

が

、

ど

の
よ

う

な

放

射

性

物

質

が

ど
の

程

度

残

留

す

る

か

、

そ
の

総

量

は

示

さ

れ

て

い

ま
せ
ん
。

※
告

示
濃
度

比
総
和

①

水
中

や
大
気

中
な

ど
に

含
ま

れ

る

複

数

の

放

射

性

物
質

に

つ

い

て

、

そ

れ

ぞ

れ
の

濃
度
を
調

べ
る

②
そ

れ
ぞ
れ

の
放

射
性

物

質

の

告

示

濃

度

限

度

を

調

べ
る

③
そ

れ
ぞ
れ

の
放

射
性

物

質

の

濃

度

①

が

、

そ

れ

ぞ

れ

の

告

示

濃

度

限

度

②

に

占

め

る

割
合

を

調

べ

る

④

③

で

求

め

た

割

合

を

す

べ
て
足
し
算
す
る
（
「
和
」

を
求

め
る
）

「

薄

め

て

海

に

流

せ

ば

い

い

」

と

い

う

政

府

に

対

し

、

海

洋

放

出

を

決

定

す

る

前

日

の

国

会

で

、

日

本

共

産

党

国

会

議

員

高

橋

千

鶴

子

衆

院

議

員

が

、

放

出

反

対

の

立

場

か

ら

菅

義

偉

首

相

ら

に

質

問

し

、

「

海

洋

放

出

し

て
も
40

年

か

か

る
。

そ

れ

だ

け

の

時

間

が

あ
れ

ば

、

（

放

射

性

物

質

が
半

分

に

減

る

半

減

期

が

約
12

年

の

）

ト
リ

チ

ウ

ム

は
も

っ

と

減

衰

し

、

新

た

な
道
も
決

ま
る
」

「

政

府

の

中

長

期

ロ

ー

ド
マ

ッ

プ

で

「

復

興

と

廃

炉
の
両
立
」
を
大
原
則
に
、

汚
染

水

対

策

は

廃

炉

と

一

体
と

し

て

い

ま

す

。

そ

し

て
福

島

第

１

原

発

の

廃

止

措
置

は

終

了
ま

で
30

～
40

年
と

し

て

い

ま

す

。

仮

に

海
洋

放

出

し

た

ら

何

年

か

か
る

の

か

。

海

洋

放

出

は

仕
方

な

い

と

か

、

海

洋

放

出
す

れ

ば

目

の

前

か

ら

タ

ン
ク

が

た

っ

た

数

年

で

な

く
な

る

と

考

え

る

人

も

多

い

。

で

も

40

年

、

タ

ン

ク

は
な
く
な
ら
な
い
の
で
す
。

放

出

量

で

は

、

福

島

第

１

原

発

の

事

故

前

の

ト

リ

チ

ウ

ム

の

年

間

放

出

管

理

基

準

が

22

兆

ベ

ク

レ

ル

で

す

。

今

た

ま

っ

て

い

る

総

量

が

８

６

０

兆

ベ

ク

レ

ル

な

の

で

、

単

純

計

算

で

約

40

年

分

で

す

。

東

電

の

文

挟

（

ふ

ば

さ

み

）

誠

一

副

社

長

に

、

現

在

の

タ

ン

ク

が

な

く

な

る

の

に

何

年

か

か

る

か

と

た

だ

す

と

、

福

島

第

１

原

発

の

廃

止

措

置

に

要

す

る
30

～

40

年

を

使

う

と

答

弁

し

た

。

そ

の

く

ら
い
時
間
が
か
か
る
の
だ
っ

た

ら

、

急

い

で

放

出

す

る

必

要

は

な

い

と

指

摘

し

ま

し
た
。

し

か

も

、

放

出

す

る

ト

リ
チ

ウ

ム

濃

度

を

１

リ

ッ

ト
ル

当

た

り

１

５

０

０

ベ

ク
レ

ル

の

水

準

に

下

げ

る

と
い

う

の

が

政

府

の

方

針

で
す

。

こ

の

値

は

、

原

子

炉
建

屋

へ

の

汚

染

水

の

流

入
量

の

増

大

を

抑

え

る

と

し
て

設

置

さ

れ

た

建

屋

周

辺
の
井
戸
（
サ
ブ
ド
レ
ン
）

か
ら

く

み

上

げ

た

地

下

水

の
放

出

を

認

め

た

時

（

２

０
１

５

年

）

の

政

治

決

着

で
決
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

仮
に

容

量

約

１

千

ト

ン

の

タ
ン

ク

１

基

分

の

処

理

後

の
水

を

薄

め

る

の

に

５

０

０
基

分

の

海

水

が

必

要

な

の
で
す
。

原発ゼロNO 121
原 発

汚染水の海洋放出方針を決定 （１）かくれ食品添加物

一括表示という抜け穴

添加物５００品目がかくれんぼ
（１）

食品に使用した食品添加物は、その物質

名もしくはその簡略名で表示するのが原則

です。ところが、実際には添加物の多くが

物 質 名を 表示 し てい ま せん 。 「調 味 料」

「香料」などの用途名だけを表示すれば物

質名は表示しなくてもよいという。一括名

表示しなくてもよいという、一括名表示を

認めているからです。１４種類の５００品

目を超える添加物を、私たちは知らずに口

にしているということです。

設けられた例外は最大の抜け穴

食品の製造に用いられた原材料の表示は、

消費者が食品を選ぶさいの判断基準となる

重要な情報です。食品添加物の全面表示は

消費者が強い要望にもとづく運動を粘り強

く続け、一部例外が設けられたものの１９

９１年７月から原則は全面表示することを

実現させた経緯があります。

表示には、①物質名での表示（「亜硝酸N

a」「コチニール色素」「ビタミンC」など）

②用途名、物質名併記による表示（「酸化

防止剤（ビタミンC）」「発色剤（亜硝酸Na）」

など）があります。

そして物質名表示の例外が、消費者庁次

長通知によって認められた「一括名表示」

です。用途名だけ表示すれば物質名は表示

しなくてもよいという最大の抜け穴です。

一括名表示は表のように１４種類が認め

られており、対象添加物は５００品目余り

を数えます。表示義務は１４種類の用途名

だけ記せば、５００品目の物質名（添加物

名）は表示しなくてもよいとされています。

食べの通信

家庭栄養研究会顧問 蓮尾隆子

人間が健康に生きて行く為に１５１

紅葉が終わった 八幡平ハ

イ建交労岩手本部は８名の参加

メーデー岩手県中央集会
デモ行進！

第
92
回
メ
ー
デ
ー
岩
手
県
中
央
集
会
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三
月
三
十
日
、
宮
城

県
の
七
つ
森
の
山
行
を

コ
ロ
ナ
の
た
め
断
念
し
、

急
き
ょ
箱
ヶ
森
に
行
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。
盛

岡
の
ジ
ョ
イ
フ
ル
か
ら

６
名
、
水
沢
か
ら
５
名

の
２
グ
ル
ー
プ
の
参
加

で
し
た
。

猪
去
林
道
を
車
で
行

け
る
所
ま
で
行
き
、
三

十
分
ほ
ど
歩
い
て
登
山

口
に
着
き
ま
し
た
。
私

は
、
箱
ヶ
森
は
十
年
以

上
も
登
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
た
山
で
し
た
。

総
勢
十
一
人
な
の
で
熊

の
心
配
も
な
い
ね
と
、

に
ぎ
や
か
に
話
し
な
が

ら
登
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
黄
砂
だ
っ
た

の
で
、
曇
り
の
よ
う
な

景
色
で
し
た
が
市
街
地

も
望
め
ま
し
た
。
尾
根

上
の
ブ
ナ
の
広
場
の
少

し
手
前
で
休
憩
を
取
り

ま
し
た
。
里
山
な
の
に

こ
う
い
う
ブ
ナ
林
が
あ

る
の
は
、
と
て
も
貴
重

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ

の
後
ク
ロ
ビ
の
大
樹
に

感
心
し
な
が
ら
頂
上
直

下
ま
で
行
き
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
、
こ
ん
な
急

登
が
あ
っ
た
こ
と
は
す
っ

か
り
忘
れ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
結
び
目
の
つ
い

た
ロ
ー
プ
の
お
陰
で
、

何
と
か
登
り
ま
し
た
。

盛
岡
グ
ル
ー
プ
は
時
間

の
関
係
で
こ
こ
か
ら
引

き
返
す
こ
と
に
し
ま
し

た
が
、
水
沢
グ
ル
ー
プ

は
こ
の
後
頂
上
ま
で
行

き
、
下
山
コ
ー
ス
を
周

遊
し
て
帰
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

下
山
し
て
、
開
い
た

ば
か
り
の
蕗
の
薹
を
お

土
産
に
箱
ヶ
森
の
山
行

を
終
え
ま
し
た
。
久
し

ぶ
り
の
箱
ヶ
森
は
、
心

地
よ
い
疲
れ
と
満
足
感

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た

晴
れ
て
強
風
が
止
ん

だ
４
月
20
日
９
時
40
分
。

参
加
し
た
９
人
は
登
山

口
で
記
念
写
真
を
撮
っ

て
、
六
郎
山
に
向
か
っ

た
。
さ
っ
そ
く
登
山
道

の
両
脇
に
は
出
迎
え
の

お
花
が
た
く
さ
ん
。
お

花
の
次
は
、
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
ク
ッ
キ
ー
の
差
し

入
れ
で
「
こ
ん
び
り
」

（
小
昼
）
。
お
か
げ
で

さ
ま
で
息
を
き
ら
し
な

が
ら
も
、
急
坂
を
登
り

11
時
30
分
に
六
郎
山
山

頂
へ
。

写
真
を
撮
り
な
が
ら

小
休
止
し
て
下
山
。
12

時
、
万
寿
山
へ
の
分
岐

に
着
き
お
昼
に
し
た
。

食
後
に
手
づ
く
り
蒸
し

パ
ン
と
リ
ン
ゴ
を
い
た

だ
き
、
１
２
０
％
満
腹

に
な
っ
た
。

こ
こ
ら
で
２
人
は
ピ

ス
ト
ン
で
下
山
。
残
る

７
人
は
権
現
山
を
経
由

す
る
万
寿
山
へ
の
縦
走

コ
ー
ス
を
登
っ
た
。
さ

ら
に
、
権
現
山
を
下
っ

た
分
岐
で
万
寿
山
班
と

下
山
班
に
分
か
れ
た
。

３
班
と
も
ス
タ
ー
ト
か

ら
ゴ
ー
ル
ま
で
お
花
に

癒
さ
れ
た
山
行
だ
っ
た
。

し
か
し
、
私
の
頭
の

中
は
花
の
名
が
消
え
去

り
、
い
た
だ
き
物
の
美

味
し
さ
だ
け
が
残
っ
た
。

こ
れ
で
は
ま
ず
い
と
反

省
し
、
こ
の
記
事
に
事

務
局
長
撮
影
の
名
入
り

花
写
真
を
添
え
て
い
た

だ
い
た
。

こ
の
よ
う
な
経
済
・

社
会
情
勢
の
下
で
貨
物

会
社
は
、
今
春
闘
お
い

て
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
に
よ
る
国
内
景
気
の

冷
え
込
み
や
自
然
災
害

の
影
響
に
よ
る
減
収
を

理
由
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で

苦
し
ん
で
い
る
労
働
者

の
切
実
な
要
求
を
無
視

し
て
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
ゼ

ロ
を
強
行
し
ま
し
た
。

ま
た
、
定
期
昇
給
は

実
施
さ
れ
た
も
の
の
、

新
人
事
制
度
の
下
で
昇

給
額
が
基
準
額
に
達
し

て
い
る
社
員
は
６
割
し

か
昇
給
せ
ず
、
社
員
の

士
気
は
大
き
く
低
下
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
家
族
手
当
を

基
準
外
賃
金
と
し
た
こ

と
で
一
時
金
に
は
反
映

さ
れ
ず
、
実
質
一
時
金

の
減
額
と
な
っ
て
い
る

現
状
に
多
く
の
社
員
が

不
満
を
訴
え
て
い
ま
す
。

貨
物
会
社
が
策
定
し

た
２
０
２
１
年
度
事
業

計
画
で
、
単
体
で
の
経

常
利
益
を
87
億
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
が
、
引

き
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
指
定
公
共
機
関
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
、

経
常
利
益
を
確
保
す
る

た
め
に
は
社
員
一
人
一

人
の
努
力
と
頑
張
り
が

な
け
れ
ば
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。

い
ま
、
現
場
で
働
く

社
員
た
ち
は
、
コ
ロ
ナ

感
染
に
不
安
を
抱
き
な

が
ら
も
安
定
輸
送
を
心

が
け
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

我
々
社
員
と
そ
の
家

族
に
と
っ
て
夏
季
及
び

年
末
一
時
金
は
、
低
賃

金
に
よ
る
毎
月
の
赤
字

を

補
填

す

る
重

要
な

「
年
間
生
計
費
」
で
あ

り
、
低
賃
金
構
造
が
続

く
中
で
一
時
金
を
生
活

費
と
す
る
割
合
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
の
が
実

情
で
す
。

従
っ
て
当
組
合
は
、

２
０
２
１
年
夏
季
一
時

金
の
支
払
い
に
関
す
る

要
求
を
下
記
に
申
し
入

れ
る
の
で
、
６
月
９
日

ま
で
に
団
体
交
渉
を
開

催
し
、
誠
意
を
以
て
回

答
さ
れ
た
い
。

な
お
、
回
答
は
文
書

で
行
わ
れ
た
い
。

１
．
２
０
２
１
年
夏

季
一
時
金
は
、
支
払
日

に
お
け
る
基
準
内
賃
金

の
３
箇
月
分
と
す
る
こ

と
。

２
．
賃
金
規
程
第
１
３

２
条
第
２
項
（
成
績
率
・

増
額
）
の
適
用
に
当
た
っ

て
は
、
所
属
組
合
に
よ

る
意
図
的
な
査
定
を
行

わ
ず
、
公
正
・
公
平
に

行
う
と
共
に
、
第
３
項

（
成
績
率
・
減
額
）
の

適
用
は
行
わ
な
い
こ
と
。

３
．
55
歳
到
達
以
降
の

社
員
に
対
す
る
支
給
に

つ
い
て
は
、
55
歳
到
達

時
の
基
準
内
賃
金
に
支

給
月
数
を
乗
じ
た
も
の

と
す
る
こ
と
。

４
．
支
払
日
は
６
月
30

日
と
す
る
こ
と
。

２
０
２
１
年
夏
季
一
時
金
の
支
払
い
に
関
す
る
申
し
入
れ

２０２１年夏季一時金

基準内賃金の３箇月分要求

お
花
と
ス
イ
ー
ツ
で
大
満
足

万
寿
山
・
権
現
山
・
六
郎
山

昨
年
の
ジ
ョ
イ
フ

ル
望
年

会
。
三
浦

綾
子
が

話
題
と
な

り

、

Ｓ

さ

ん

が

『
氷
点

』
を
熱
く

語
っ
て

い
た
。
そ

こ
で
続

遍
も
ふ
く

め
読
み

返
し
て
み

た
。

「
一
生

を
終
え
て

の
ち
に
残
る
の
は
、

わ
れ
わ

れ
が
集
め

た
も
の

で
は
な
く

て

、
わ
れ
わ
れ

が

与

え
た
も
の
で

あ

る

」
「
ほ
う
た

い

を

巻
い
て
や
れ

な

い

の
な
ら
、
他

人

の
傷
に
ふ

れ
て
は

な
ら
な
い
」
な
ど
、

重
く
き
び

し
い
文

章
が
い
く
つ
か
あ
っ

た
。
そ
れ

は
、
こ

の

ぼ
ん
く
ら
の

生

き

て
き
た
足
跡

に

照

ら
し
て
読
ま

ざ

る

を
え
な
か
っ

た

か
ら
だ
ろ
う
。
若

い
と
き
に
、
心
に

と
め
て
お
け
ば
と

悔
や
ま
れ
る
。

し
か
し
、
「
も

し

あ
の
時
」
と
振

り

返
っ
て
も
何
に

も

な
ら
な
い

。
♪

本
当
の
始
ま
り
こ
っ

か

ら
だ
、
こ
っ
か

ら

、
こ
っ
か
ら
だ

♪

５
月
の
た
わ
ご
と

こ
っ
か
ら
だ

Ｔ
・
Ｈ

い
の
旬
蛙
の
独
り
言
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首
相
官
邸

記
者
会
見

有
力
社
の
記
者
が
司
会
を
務
め

質
問
記
者
は
司
会
者
が
指
名

質
問
は
一
つ
に
限
ら
れ

内
閣
広
報
官
が
「
次
の
予
定
」
を
理
由
に
会

見
を
打
ち
切
る

こ
れ
が
記
者
会
見
と
言
え
る
の
か

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
が
主
宰
し

会
員
社
の
記
者
は
誰
で
も
い
く
つ
で
も
質
問

で
き
る

時
間
は
無
制
限

こ
れ
が
ほ
ん
と
の
記
者
会
見
だ
ろ
う

日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
衰
退
を
悲
し
む

井
上

駿

ブ
ナ
が
迎
え
る
箱
ヶ
森

イワウチワ

ミスミソウ

カタクリ

ブナの広場

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
見
え
な
い
中
、
菅
首
相
は
感
染
拡

大
が
続
く
地
域
に
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
や
三
度
目
と
な
る
緊
急
事
態
宣
言

を
だ
し
緊
急
事
態
宣
言
の
拡
大
・
延
長
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
と
な
っ
た
。

菅
政
権
は
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
を
掲
げ
る
政
治
を
進
め
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
対
策
で
は
経
済
対
策
を
優
先
す
る
一
方
、
国
民
の
命
を
守
る
医
療
体
制
の

強
化
、
社
会
保
障
を
拡
充
す
る
ど
こ
ろ
か
、
公
的
公
立
病
院
の
統
廃
合
の
推
進
、

病
床
削
減
、
年
金
の
削
減
を
す
す
め
、
国
民
の
命
と
健
康
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
が
7
日
発
表
し
た
３
月
の
毎
月
勤
労
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
基

本
給
や
残
業
代
を
合
わ
せ
た
現
金
給
与
総
額
（
名
目
賃
金
）
は
前
年
同
月
比
0.2

％
増
の
28
万
２
１
６
４
円
と
な
り
、
13
カ
月
ぶ
り
の
増
加
で
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
パ
ー
ト
労
働
者
が
解
雇
さ
れ
た
り
採
用
さ
れ
に

く
く
な
る
な
ど
し
て
パ
ー
ト
労
働
者
の
割
合
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、

労
働
者
の
実
質
賃
金
は
低
下
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

夏季手当満額

勝ち取ろう


